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令和５年度 音楽科 １年 年間指導計画・評価計画 

＜１＞ 教科の目標 

   ・表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音

楽文化と豊かに関わる資質・能力を育成することを目指す。  

       

＜２＞ 各学年・各分野の目標 

    （１）曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生

かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作の技能を身に付けるようにする。 

（２）音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりに評価しながらよさや美しさを味わって聴くことが

できるようにする。 

（３）主体的・協動的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽

文化に親しむとともに、音楽によって生活を明るく豊かなものにしていく態度を養う。 

                  

＜３＞ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 

・曲想と音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性について理解している。 

・創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付け、歌唱、器

楽、創作で表している。 

思考・判断・表現 

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりにつ

いて考え、どのように表すかについて思いや意図をもったり、音楽を自分なり

に評価しながらよさや美しさを味わって聴いたりしている。 

主体的に学習に取り組む態度 
音や音楽、音楽文化に親しむことができるよう、音楽活動を楽しみながら主体

的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。 

 

＜４＞ 観点別評価の評価基準と評定 

観点別 

評価基準 

 

 Ａ 十分に満足できる状況である。（８０％以上） 

 Ｂ おおむね満足できる状況である。（５０％以上） 

 Ｃ 努力を要する状況である。（５０％未満） 

 

 

 

評 定 

 

 

 ５ 十分に満足できる状況であるもののうちで、特に程度の高いもの。（９０％以上） 

 ４ 十分満足できる状況である。（８０％以上） 

 ３ おおむね満足できる状況である。（５０％以上） 

 ２ 努力を要する状況である。（５０％未満） 

 1 一層努力を要する状況である。（２０％未満） 

 

＜５＞ 指導上の配慮事項 

① 器楽（リコーダー）練習を通し、呼吸法など音楽活動に必要な基礎的な技能を身に付けさせる。 

② ワークシートを活用し、音楽の要素や特質を理解させ表現や観賞に活かす。 

③ パートリーダーを中心としたグル－プ練習を設定し、主体的に活動できる場面を設ける。 
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 音楽科 １学年  年間指導計画・評価計画 

月 題材名・指導時数 題材の目標・教材名 評価規準 
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５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

思いをこめて合唱し

よう[４] 

 

 

 

 

 

 

 

イメージと音楽との

関わりを感じ取ろう

[２] 

 

 

 

 

音楽の特徴に注目し

ながら、情景を思い

浮かべよう[２] 

 

 

 

日本の歌のよさや美

しさを感じ取って、

歌唱表現を工夫しよ

う[２] 

 

 

 

 

 

 

アルトリコーダーに

チャレンジしよう

[２] 

 

 

 

・曲想と⾳楽の構造や歌
詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、
それらを生かした歌唱表
現を創意工夫して歌う。 
校歌 
混声合唱曲 
 
 
 
 
 
・曲想と音楽の構造との
関わりについて理解する
とともに、曲や演奏に対
する評価とその根拠につ
いて自分なりに考え、音
楽のよさや美しさを味わ
って聴く。 
「ジョーズのテーマ」 
 
 
・曲想と⾳楽の構造との
関わりについて理解する
とともに、曲や演奏に対
する評価とその根拠につ
いて自分なりに考え、音
楽のよさや美しさを味わ
って聴く。 
「春」 
 
・曲想と⾳楽の構造や歌
詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに，
それらを生かした歌唱表
現を創意工夫して歌う。 
「浜辺の歌」 
 
 
 
 
 
 
 
・リコーダーの音色や響
きと奏法の関わりを理解
し、創意工夫を生かした
表現で演奏するためのタ
ンギングや左手の運指な
どの技能を身に付ける。 
器楽曲 

曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解して
いる。(知) 
創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必要な発声，⾔葉の発
⾳、⾝体の使い⽅などの技能を身に付け、歌唱で表してい
る。(技)  
音色、旋律、強弱を知覚し、それらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこととの関
わりについて考え、どのように歌うかについて思いや意図を
もっている。(思)  
曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりに関心をもち、音
楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取
り組もうとしている。(態) 
 
曲想と音楽の構造との関わりについて理解している。(知) 
音色、リズム、テクスチュア、強弱、構成を知覚し、それら
の働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したこ
とと感受したこととの関わりについて考えるとともに、曲や
演奏に対する評価とその根拠について自分なりに考え、音楽
のよさや美しさを味わって聴いている。(思) 
曲想と音楽の構造との関わりに関心をもち、音楽活動を楽し
みながら主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとし
ている。(態) 
 
 
曲想と⾳楽の構造との関わりについて理解している。(知) 
音色、旋律、テクスチュア、形式を知覚し、それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受
したこととの関わりについて考えるとともに、曲や演奏に対
する評価とその根拠について自分なりに考え、音楽のよさや
美しさを味わって聴いている。(思) 
曲想と⾳楽の構造との関わりに関心をもち、音楽活動を楽し
みながら主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとし
ている。(態) 
 
曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解して
いる。(知) 
創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必要な発声、⾔葉の発
⾳、⾝体の使い⽅などの技能を身に付け、歌唱で表してい
る。(技) 
リズム、旋律、強弱、形式を知覚し、それらの働きが生み出
す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこ
ととの関わりについて考え、どのように歌うかについて思い
や意図をもっている。(思) 
曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりに関心をもち、音
楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取
り組もうとしている。(態) 
 
 
知識・技能 リコーダーの音色や響きと奏法の関わりを理解
している。(知) 
創意工夫を生かした表現で演奏するためのタンギングや左手
の運指などの技能を身に付けている。(技) 
器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、
器楽表現を創意工夫している。(思) 
器楽表現に関わる知識や技能を得たり生かしたりしながら、
器楽表現を創意工夫する学習に主体的・協働的に取り組んで
いる。(態) 
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８ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

曲想やパートの役割

を感じ取って、歌唱

表現を工夫しよう 

[１０] 

 

 

 

 

 

曲想と音楽の構造と

の関わりを理解し

て，その魅力を味わ

おう[３] 

 

 

 

音のつながり方の特

徴を生かして，創作

表現を工夫しよう

[３] 

 

 

 

 

 

曲想を感じ取って、

器楽表現を工夫しよ

う[２] 

 

 

 

 

日本の民謡やアジア

の諸民族の音楽の特

徴を感じ取ってその

魅力を味わおう[３] 

 

 

 

 

・曲想と⾳楽の構造や歌
詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、
それらを生かした歌唱表
現を創意工夫して歌う。 

「混声合唱曲」 

 

 

 

 

 

 

・曲想と⾳楽の構造との
関わりについて理解する
とともに、曲や演奏に対
する評価とその根拠につ
いて自分なりに考え音楽
のよさや美しさを味わっ
て聴く。 

「魔王」 

 

 

・音のつながり方の特徴
について理解するととも
に、それらを生かした創
作表現を創意工夫して音
楽をつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

・曲想と⾳楽の構造との
関わりについて理解する
とともにそれらを生かし
た器楽表現を創意工夫し
て演奏する。 

「器楽曲」 

 

 

 

 

・⾳楽の特徴とその背景
となる⽂化や歴史との関
わり、我が国や郷⼟の伝
統⾳楽やアジア地域の諸
⺠族の⾳楽の特徴と、特
徴から⽣まれる⾳楽の多
様性について理解すると
ともに⽣活や社会におけ
る⾳楽の意味や役割、⾳
楽表現の共通性や固有性
について自分なりに考え
、音楽のよさや美しさを

曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解して
いる。(知) 
創意⼯夫を⽣かし、全体の響きや各声部の⾳などを聴きなが
ら他者と合わせて演奏する技能を身に付け、歌唱で表してい
る。(技) 
音色、旋律、テクスチュア、強弱を知覚し、それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受
したこととの関わりについて考え、どのように歌うかについ
て思いや意図をもっている。(思) 
曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりに関心をもち、音
楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取
り組もうとしている。(態) 
 
 
曲想と⾳楽の構造との関わりについて理解している。(知) 
音色、旋律、テクスチュア、強弱を知覚し、それらの働きが
生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受
したこととの関わりについて考えるとともに、曲や演奏に対
する評価とその根拠について自分なりに考え、音楽のよさや
美しさを味わって聴いている。(思) 
曲想と⾳楽の構造との関わりに関心をもち、音楽活動を楽し
みながら主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとし
ている。(態) 
 
 
⾳のつながり⽅の特徴について、表したいイメージと関わら
せて理解している。(知) 
創意⼯夫を⽣かした表現で旋律や⾳楽をつくるために必要
な、課題や条件に沿った⾳の選択や組合せなどの技能を身に
付け、創作で表している。(技) 
リズム、旋律を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲
気を感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わり
について考え、どのように⾳楽をつくるかについて思いや意
図をもっている。(思) 
⾳のつながり⽅の特徴に関心をもち、音楽活動を楽しみなが
ら主体的・協働的に創作の学習活動に取り組もうとしてい
る。(態) 
   
曲想と⾳楽の構造との関わりについて理解している。(知) 
創意⼯夫を⽣かし、全体の響きや各声部の⾳などを聴きなが
ら他者と合わせて演奏する技能を身に付け、器楽で表してい
る。(技)  
音色、旋律、テクスチュアを知覚し、それらの働きが生み出
す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこ
ととの関わりについて考え、どのように演奏するかについて
思いや意図をもっている。(思)  
曲想と⾳楽の構造との関わりに関心をもち、音楽活動を楽し
みながら主体的・協働的に器楽の学習活動に取り組もうとし
ている。(態) 
 
⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史との関わり、我が国
や郷⼟の伝統⾳楽及びアジア地域の諸⺠族の⾳楽の特徴と、
その特徴から⽣まれる⾳楽の多様性について理解している。
声の⾳⾊や響き及び⾔葉の特性と曲種に応じた発声との関わ
りについて理解している。(知) 
音色、リズム、旋律、テクスチュア、形式を知覚し、それら
の働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したこ
とと感受したこととの関わりについて考えるとともに、⽣活
や社会における⾳楽の意味や役割、⾳楽表現の共通性や固有
性について自分なりに考え、音楽のよさや美しさを味わって
聴いている。(思)  
⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史との関わり、我が国
や郷⼟の伝統⾳楽及びアジア地域の諸⺠族の⾳楽の特徴と、
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 味わって聴く。 その特徴から⽣まれる⾳楽の多様性に関心をもち、音楽活動
を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組も
うとしている。(態) 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

日本に古くから伝わ

る合奏に親しみ，そ

の魅力を味わおう

[３] 

 

 

 

 

 

箏曲の特徴を感じ取

って，その魅力を味

わおう[４] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲の構成や曲想の変

化を生かして，歌唱

表現を工夫しよう

[５] 

 

 

 

 

・曲想と⾳楽の構造との
関わり、⾳楽の特徴とそ
の背景となる⽂化や歴史
、他の芸術との関わりに
ついて理解し曲や演奏に
対する評価とその根拠、
生活や社会における音楽
の意味や役割について自
分なりに考え、音楽のよ
さや美しさを味わって聴
く。雅楽「越天楽」 
 

・⾳楽の特徴とその背景
となる⽂化や歴史との関
わりについて理解すると
ともに、生活や社会にお
ける音楽の意味や役割に
ついて自分なりに考え、
音楽のよさや美しさを味
わって聴く。 
・楽器の⾳⾊や響きと奏
法との関わりについて理
解するとともに、それら
を生かした器楽表現を創
意工夫して演奏する。 
「六段の調べ」 

「さくらさくら」 

 

 

 

 

 

 

・曲想と⾳楽の構造や歌
詞の内容との関わりにつ
いて理解するとともに、
それらを生かした歌唱表
現を創意工夫して歌う。 

「混声合唱曲」 

 

曲想と⾳楽の構造との関わり、⾳楽の特徴とその背景となる
⽂化や歴史、他の芸術との関わりについて理解している(知)
音色、旋律、テクスチュアを知覚し、それらの働きが生み出
す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこ
ととの関わりについて考えるとともに、曲や演奏に対する評
価とその根拠、⽣活や社会における⾳楽の意味や役割につい
て自分なりに考え、音楽のよさや美しさを味わって聴いてい
る。(思) 
曲想と⾳楽の構造との関わり、⾳楽の特徴とその背景となる
⽂化や歴史、他の芸術との関わりに関心をもち、音楽活動を
楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もう
としている。(態) 
 
⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史との関わりについて
理解している。(知) 
音色、速度、旋律、構成を知覚し、それらの働きが生み出す
特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考えるとともに、⽣活や社会における⾳
楽の意味や役割について自分なりに考え、音楽のよさや美し
さを味わって聴いている。(思)  
⾳楽の特徴とその背景となる⽂化や歴史との関わりに関心を
もち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の学習
活動に取り組もうとしている。(態) 
 
楽器の⾳⾊や響きと奏法との関わりについて理解している。
(知) 
創意⼯夫を⽣かした表現で演奏するために必要な奏法，⾝体
の使い⽅などの技能を身に付け，器楽で表している。(技) 
音色、速度、旋律、構成を知覚し、それらの働きが生み出す
特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考え、どのように演奏するかについて思
いや意図をもっている。(思) 
楽器の⾳⾊や響きと奏法との関わりに関心をもち、音楽活動
を楽しみながら主体的・協働的に器楽の学習活動に取り組も
うとしている。(態) 
 
曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解して
いる。(知) 
創意⼯夫を⽣かした表現で歌うために必要な発声，⾔葉の発
⾳，⾝体の使い⽅などの技能，全体の響きや各声部の声など
を聴きながら他者と合わせて歌う技能を身に付け，歌唱で表
している。(技) 
音色，速度，テクスチュア，強弱，構成を知覚し，それらの
働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したこと
と感受したこととの関わりについて考え，どのように歌うか
について思いや意図をもっている。(思)  
曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりに関心をもち，音
楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取
り組もうとしている。(態) 

 


